
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

９月 行 事 予 定 10 月 行 事 予 定 

１ 火 避難訓練 １ 木 始業式 

２ 水  ２ 金 実力テスト（６年） 

３ 木  ３ 土  

４ 金 知のオリンピック ４ 日  

５ 土 夏休み作品展（～１２日） ５ 月 委員会 

６ 日  ６ 火  

７ 月 委員会 ７ 水  

８ 火 縦割りランチ ８ 木  

９ 水  ９ 金 大掃除 

10 木  10 土 公開授業・懇談 

11 金 社会科見学（５年） 11 日  

12 土 クラブ 12 月 体育の日 

13 日  13 火 縦割りランチ 

14 月  14 水  

15 火  15 木  

16 水  16 金  

17 木  17 土  

18 金  18 日  

19 土 縦割り集会 19 月  

20 日  20 火  

21 月 敬老の日 21 水  

22 火 国民の休日 22 木  

23 水 秋分の日 23 金 学園祭（校内） 

24 木  24 土  

25 金 大掃除 25 日 学園祭 

26 土 終業式 26 月 振替休日 

27 日  27 火  

28 月  28 水 マヨネーズ教室（１・２年） 

29 火  29 木 租税教室（６年） 

30 水  30 金  

   31 土  

 

『『『『    心心心心    のののの    スススス    イイイイ    ッッッッ    チチチチ    』』』』    

       教  頭  中 村 圭 一 

    厳しい残暑の中、一学期の後半がスタートしました。学校には子ども達

の元気な顔、明るい笑顔が戻ってきました。今日から充実した学校生活を

過ごすために、生活のリズムを整えるとともに心のスイッチを入れて欲し

いと願っています。 

 東井義雄氏（教育者）の著書「自分を育てるのは自分」から一編の詩を

紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち人間は、それぞれ素晴らしい力を持っています。しかし、その力

を引き出すためには、「よし、やるぞ！」という心のスイッチを入れること

が大事だ、ということを言っている詩です。また、著書の中では、「世界で

ただ一人の私を、どんな私に仕上げていくか。その責任者が私であり、皆

さん一人一人なんです」とも書いています。 

 心のスイッチを入れるかどうかは本人次第ですが、子ども達のスイッチ

を入れる手伝いをするのが、大人の役目です。次のようなことが重要では

ないかと思います。素晴らしい人物や生き方に触れさせること、教師や保

護者や友達から期待されていると実感させること、家族から温かく支えら

れ、それに応えようという意欲を持たせること、などです。このような場

を設定することによって、子ども達が心のスイッチを入れると思われます。

また、挫けているとき、悩んでいるとき、怠けているとき、そんなときに

は話を聞いてあげたり、一緒にやってみたり、叱咤激励したりすることも

必要です。 

 子ども達が心のスイッチを入れるように、教職員一同努力してまいりた

いと思います。今後も保護者の皆様方にご協力を頂くことも多いかと思い

ますが、よろしくお願い致します。 

 スイッチがまだ入っていない人は、今すぐ「ＯＮ」に！ 

至 心 

麻 生 学 園 小 学 校 だ よ り 

平成 27 年９月１日 

第 ５ 号 

◎ 夏休み作品展 

期 間：９月５日（土）～９月１２日（土） 

展示場：多目的ホール 

 

  夏休みに、子ども達が作成した様々な作品を展示しま

す。毎年力作ぞろいですので、今年もどんな作品が見ら

れるのか、とても楽しみです。来年以降の参考にもなる

と思いますので、学校へお越しの際は、是非ご覧くださ

い。 

◎ 秋季休業 ２７日（日）～３０日（水） 

 秋季休業は２７日（日）からの４日間になります。２

学期始業式は１０月１日（木）からです。 

 

トップをめざせ！ 

高い学力 豊かな情操 

大学入試改革を見据えた英語教育 

英語担当 内 田 絵 里 

 

麻生学園小学校の英語科では週２時間、1 年から 6 年を通してす

べて英語表記のテキストを使いながら「聞く」「話す」「読む」「書く」

の４技能すべてを取り入れた授業を行っています。 

低学年では、まず歌やフレーズを「聞く」、そして、その聞きとっ

たフレーズを、ゲームを交えながら「話す」練習をし、短い文章で

のやりとりを覚えていきます。また、アルファベット、フォニック

ス（アルファベットが持つ音）をしっかりと身につけ、英単語を「読

む」力、「書く」力をつけていくことを目標にしています。 

中学年では、少しずつ長い文章を「聞く」「話す」「読む」「書く」

ことができるようになるために、疑問文の受け答えや三人称単数、

過去形など複雑な文法を徐々に取り入れていきます。ゲームでも、

発音やスペルなど、より正確さを競い合ったりします。 

高学年では、いつどこで誰と何をするなど、より具体的内容を「聞

く」「話す」力を身につけ、教科書約 1 ページ分の量の内容を「読

む」「書く」をしながら、現在中学校２、３年で学ばれている内容の

レベルの一部にまで触れていきます。また英会話に不可欠なジェス

チャーを交えながら体を使って英語を表現する力も養います。 

このように本校では、6 年間を通して「聞く」「話す」だけではな

く、かなり早い段階から「読む」「書く」を取り入れることにより、

多方面から英語を学べる機会を作っています。また授業の中で、英

語で自分の意見を発表する機会を多く設けています。さらには、英

語圏以外の国の文化にも触れ、異文化理解も深めていきます。 

  

これからの大学入試の英語については、「聞く」「話す」「読む」「書

く」の４技能を総合的に評価できる試験になります。本校でも毎週

２時間の英語を通して、この４技能を積み上げています。そして、

子ども達が近い将来に出合う大学入試にも備えています。また、グ

ローバル化の進展の中で、国際共通語である英語でのコミュニケー

ション能力の向上は、これからの子供たちにとってますます重要な

ものになっていくでしょう。子供たちが日々の授業で英語を身近に

感じ、楽しみ、そして将来の個々の可能性を広げるチャンスに繋げ

ていってくれれば幸いです。 
楽しかった自然体験！ たくさんの思い出ができました！！ 

「心のスイッチ」         東井義雄 

人間の目は ふしぎな目 見ようという心がなかったら 見ていても見えない 

人間の耳は ふしぎな耳 聞こうという心がなかったら 聞いていても聞こえない 

頭もそうだ はじめからよい頭 わるい頭の区別があるのではないようだ 

「よし やるぞ！」と 心のスイッチが入ると  

頭も 素晴らしい はたらきを しはじめる 

心のスイッチが 人間を つまらなくもするし すばらしくもしていく 

電灯のスイッチが 家の中を明るくもし 暗くもするように 


